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は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
の
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
「
特
別
軍
事
作
戦
」
の
開
始
を
宣
言
し
、
ロ
シ
ア
軍
は
東
と

北
（
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
）
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
内
に
侵
攻
し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
電
撃
戦
で

首
都
キ
ー
ウ
を
占
領
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
を
失
脚
さ
せ
、
あ
る
い
は
殺
害
し
、
親
露
政
権
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
打
ち
立
て
る
こ

と
を
目
論
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
猛

攻
に
持
ち
こ
た
え
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
か
ら
撤
退
し
、
東
部
と
南
部
戦

線
に
集
中
す
る
こ
と
を
決
め
て
か
ら
は
、
両
国
軍
が
陸
上
で
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰

り
広
げ
る
、
古
典
的
な
「
戦
争
」
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
か

ら
の
軍
事
支
援
と
共
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
士
気
の
高
さ
も
相
俟
っ
て
、
停
戦
・
終

戦
の
兆
し
す
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

間
の
戦
い
を
「
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
勃
発
し
た
原
因
や
、
戦
争
そ
の
も
の
の
プ
ロ
セ
ス

や
帰
趨
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
開
戦
か
ら
一
年

が
経
過
し
た
今
、
む
し
ろ
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
戦
争
の
今
後
の
国
際
政
治
へ
の

影
響
で
あ
ろ
う
。
好
戦
的
な
プ
ー
チ
ン
大
統
領
率
い
る
ロ
シ
ア
と
い
う
国
は
こ
れ
か

ら
も
存
在
し
続
け
る
の
で
あ
り
、
好
む
か
好
ま
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
と

付
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
、「
戦
時
下
」
の
ロ
シ
ア
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
築
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
七
六
四
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
国
境
で
接
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の

南
の
隣
国
で
あ
り
、
石
油
・
ガ
ス
を
筆
頭
に
豊
富
な
地
下
資
源
の
埋
蔵
・
産
出
で
知

ら
れ
る
資
源
大
国
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
に
発
生
し
た
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
国
内
で
の
騒
擾
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
ロ
シ

ア
を
中
心
と
す
る
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
に
平
和
維
持
部
隊

を
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
隣
国
に
対

す
る
行
動
の
一
挙
手
一
投
足
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
節
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、
戦
争
に
対
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
立
場
や
態
度
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
節
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
カ
ス
ム
＝
ジ
ョ
マ
ル

ト
・
ト
カ
エ
フ
大
統
領
の
こ
の
一
年
の
動
静
を
軸
と
し
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア

の
関
係
性
を
振
り
返
る
と
共
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
ロ
シ
ア
と
今
後
ど
の
よ
う
に
付

き
合
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

1

ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

　
　
　
　

―
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
は
反
対
も
、
し
か
し
…
…

―地
田 

徹
朗
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一
．
プ
ロ
ロ
ー
グ
―
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
二
〇
二
二
年
一
月
騒
擾

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
二
〇
二
二
年
は
全
土
で
の
大
混
乱
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
月
二
日
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
に
反
対
す
る
市
民
の
デ
モ
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
西
部
ジ
ャ
ナ

オ
ゼ
ン
で
発
生
し
た
。
そ
れ
が
旧
首
都
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
な
ど
に
飛
び
火
し
、
大
規
模

な
デ
モ
に
発
展
し
た
。
そ
の
一
部
が
暴
徒
化
し
て
大
統
領
公
邸
や
ア
ル
マ
ト
ゥ
市
役

所
な
ど
に
火
が
放
た
れ
た
。
ガ
ス
価
格
高
騰
に
よ
る
生
活
苦
を
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、

現
政
権
の
退
陣
、
院
政
を
敷
く
ヌ
ル
ス
ル
タ
ン
・
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
前
大
統
領
の
更
迭
、

よ
り
広
範
な
民
主
化
の
訴
え
な
ど
、
様
々
な
思
惑
や
意
見
を
有
す
る
市
民
が
通
り
に

出
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
そ
の
中
に
市
民
に
よ
る
平
和
な
デ
モ
に
ま
っ

た
く
相
応
し
く
な
い
武
装
勢
力
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
武
装
勢
力
の
背
後
に
国

内
外
の
組
織
者
・
支
援
者
が
い
る
こ
と
を
察
知
し
た
ト
カ
エ
フ
大
統
領
は
、
一
月
五

日
、
国
家
安
全
保
障
委
員
会
議
長
の
職
を
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
か
ら
剥
奪
し
自
ら
が
議
長

に
就
任
す
る
と
共
に
、
内
閣
を
解
散
し
た
。
そ
し
て
、
同
日
夜
に
集
団
安
全
保
障
条

約
機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
（
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
）
に
平
和
維
持
部
隊
の
派
遣
を
要
請
し
、
承
諾
さ
れ
た
。

一
月
七
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
軍
を
中
心
と
す
る
平
和
維
持
部
隊
が
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
空
港
や
軍
事
施
設
な
ど
の
警
護
に
当
た
っ
た
。
外

国
軍
に
よ
る
武
力
行
使
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
宇
山 
二
〇
二
二
：
一
〇
〇
）。

一
月
八
日
に
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
の
側
近
だ
っ
た
カ
リ
ム
・
マ
シ
モ
フ
国
家
保
安
委

員
会
議
長
（
元
首
相
）
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
Ｋ
Ｇ
Ｂ
」
の
高
官
が
武
装
勢
力
の
黒
幕

と
し
て
、
国
家
転
覆
罪
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
逮
捕
者
が
相
次
い
だ
。

　

事
態
が
だ
い
ぶ
沈
静
化
し
た
一
月
一
〇
日
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
安
全
保
障
理
事
会

臨
時
会
合
が
開
催
さ
れ
、
ト
カ
エ
フ
が
事
態
の
推
移
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行
っ

た
。
そ
こ
で
、
ト
カ
エ
フ
は
、
武
装
勢
力
の
行
動
に
つ
い
て
「
ク
ー
デ
タ
ー
の
試
み
」

だ
と
し
、「
宗
教
的
過
激
派
、
犯
罪
分
子
、
無
法
者
、
略
奪
者
、
フ
ー
リ
ガ
ン
分
子
な

ど
が
、
ま
る
で
単
一
の
指
揮
下
に
あ
る
か
の
よ
う
に
立
ち
現
れ
た
」
と
述
べ
た
。
そ

し
て
、「
外
国
人
戦
闘
員
を
含
む
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
直
接
関
与
」
に
つ
い
て
断
言

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ー
チ
ン
は
、
武
装
集
団
に
よ
る
擾
乱
は
、「
国
外
の

テ
ロ
リ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
で
訓
練
を
受
け
た
者
」
に
よ
る
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
い
う
国

へ
の
攻
撃
」、「
侵
略
行
為
」
だ
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
こ
で
は
「『
マ
イ
ダ
ン
［
革
命
で

用
い
ら
れ
た
］』
技
術
に
類
似
す
る
、
武
力
・
情
報
支
援
が
騒
擾
に
与
し
た
者
に
対

し
て
活
発
に
施
さ
れ
て
い
た
」
と
し
た
。
小
泉
悠
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ー

チ
ン
は
、
友
好
国
で
の
政
権
に
対
す
る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
「
外
国
の
干
渉
」
に

よ
る
も
の
と
見
立
て
る
こ
と
が
常
で
あ
り
（
小
泉 

二
〇
二
二
：
四
一
）、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
で
の
騒
擾
に
つ
い
て
も
こ
の
解
釈
を
踏
襲
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
国
軍
を
平
和
維

持
の
た
め
に
派
遣
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
プ
ー
チ
ン
は
、
二

〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
マ
イ
ダ
ン
革
命
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
示
唆
し
つ
つ

も
、
背
後
に
あ
る
「
外
国
」
が
ど
の
国
な
の
か
に
つ
い
て
明
言
は
し
な
か
っ
た
。

　

最
終
的
に
、
ト
カ
エ
フ
は
、
国
内
で
生
じ
た
市
民
に
よ
る
平
和
的
な
デ
モ
に
乗
じ

る
形
で
、国
外
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
支
援
を
受
け
た
国
内
の
―
明
示
的
に
は
述
べ

て
い
な
い
が
―
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
前
大
統
領
に
近
い
シ
ロ
ヴ
ィ
キ
が
組
織
し
た
ク
ー

デ
タ
ー
の
試
み
と
し
て
、
一
連
の
騒
擾
を
総
括
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
騒
擾

は
、
国
内
的
に
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
前
大
統
領
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
大
統
領
の
権

限
の
一
部
を
議
会
に
委
譲
さ
せ
る
憲
法
改
革
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ

は
一
月
一
八
日
に
政
界
か
ら
の
完
全
引
退
を
声
明
す
る
よ
う
迫
ら
れ
、
六
月
五
日
に

行
わ
れ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
改
正
さ
れ
た
憲
法
で
は
初
代
大
統
領
の
恒
久

的
な
地
位
に
関
す
る
条
文
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
の
「
国
父
」

と
し
て
の
地
位
と
特
権
に
つ
い
て
定
め
た
「
初
代
大
統
領
に
関
す
る
法
」
は
二
〇
二

三
年
二
月
一
三
日
に
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。
ト
カ
エ
フ
は
、
大
統
領
選
挙
を
前
倒
し

で
行
う
こ
と
を
決
断
し
、
そ
れ
は
一
一
月
二
二
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　

対
外
的
に
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て
「
借
り
」
を
つ
く
っ
た
こ
と

に
な
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
が
結
束
し
て
平
和
維
持
部
隊
を
派
遣
し
た
の
は
今
回
が

初
め
て
の
事
例
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を
含
む
加
盟
国
か
ら
同
様
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
し
て
断
り
に
く
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
宇
山
智
彦
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「［
ロ
シ
ア
が
］
特
に
重
要
な
隣
国

で
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
対
し
て
『
貸
し
』
を
作
っ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
が
二
月
二

2

3

4
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四
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開
始
し
た
時
点
か
ら
振
り
返
る
と
、
戦
争
遂
行
の
た
め

に
背
後
を
固
め
る
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
」（
宇
山 

二
〇
二
二
：
一
〇
〇
）。

戦
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
か
ら
振
り
返
る
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
二
〇
二

二
年
一
月
騒
擾
は
、
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
不
気
味
な
プ
ロ
ロ
ー
グ
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

二
．
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
立
場

　

ト
カ
エ
フ
大
統
領
は
、
二
月
一
〇
日
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
平
和
維
持

部
隊
へ
の
派
遣
に
対
し
て
謝
意
を
表
明
し
、
プ
ー
チ
ン
に
対
し
て
頭こ

う
べを

垂
れ
た
。
実

態
は
別
と
し
て
、
ロ
シ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
ト
カ
エ
フ
政
権
を
救
っ
た
の
だ
と
の
印

象
が
広
ま
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
強
ま
る
―
あ
る
い

は
、
安
全
保
障
面
で
の
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ロ
シ
ア
へ
の
従
属
が
強
化
さ
れ
る
」（
斎

藤 

二
〇
二
二
ａ
：
五
）
―
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
が
「
特
別
軍

事
作
戦
」
を
開
始
す
る
二
日
前
、
二
月
二
二
日
に
は
、
ト
カ
エ
フ
と
プ
ー
チ
ン
は
電

話
会
談
を
し
て
い
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
大
統
領
府
の
公
式
サ
イ
ト
で
は
、
プ
ー
チ
ン

が
ト
カ
エ
フ
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
情
勢
に
関
す
る
ロ
シ
ア
指
導
部
の
立
場
を

説
明
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
プ
ー
チ
ン
の
口
か
ら
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
と
そ
の
後
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
か
の
仄
め
か
し

が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
特
別
軍
事
作
戦
」
が
開
始
さ
れ
た
直
後
―
そ
れ
は
現
在
の
視
点
か
ら
は
、「
ロ

シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
の
開
戦
直
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
―
、
筆
者

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
は
、
ロ
シ
ア
が
自
ら
の
影
響
圏
―
あ
る
い
は
、
勢

力
圏
―
と
考
え
て
い
る
旧
ソ
連
諸
国
に
対
す
る
「
見
せ
し
め
」
で
あ
り
、
軍
事
侵

攻
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
諸
国
が
ロ
シ
ア
か
ら
距
離
を
取
ら
な
い
と
い
う

「
踏
み
絵
」
を
踏
ま
せ
て
い
る
、
と
の
趣
旨
の
論
説
を
毎
日
新
聞
に
寄
稿
し
た
。
戦
線

が
膠
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
が
早
晩
勝
つ
だ
ろ
う
と
の
雰
囲
気
が
強

か
っ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ロ
シ
ア
は
影
響
圏
の
国
々
に
対
す
る
「
踏

み
絵
」
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
立
て
た
。
し
か
し
、
四
月

上
旬
に
は
首
都
キ
ー
ウ
の
攻
略
を
目
指
し
て
い
た
北
部
戦
線
か
ら
ロ
シ
ア
軍
は
撤
退

し
、
戦
争
は
長
期
化
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
ロ
シ
ア
と
し

て
も
「
踏
み
絵
」
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
よ
う
が
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
後
、「
踏
み

絵
」
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
の
は
、
国
連
な
ど
国
際
場
裏
で
ロ
シ
ア
を
非
難
す
る
決

議
案
に
対
し
て
賛
成
票
を
投
じ
な
い
（
地
田 

二
〇
二
二
：
六
〇
）、
ロ
シ
ア
が
西
側

諸
国
か
ら
の
経
済
制
裁
を
受
け
て
も
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
、
と

い
う
程
度
の
こ
と
に
留
ま
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
安
全
保
障
の
枠
組
を
利
用
し
て
加
盟
国
へ
の
派
兵

を
要
求
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
懸
念
も
、
今
の
と
こ
ろ
杞
憂
に
終
わ
っ
て
い
る
。

開
戦
直
後
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
マ
ウ
レ
ン
・
ア
シ
ム
バ
エ
フ
上
院
議
長
が
、「
Ｃ
Ｓ
Ｔ

Ｏ
憲
章
に
従
え
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
国
連
の
委
任
に
基
づ
い
て
の
み
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
の
領
域
外
に
平
和
維
持
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
釘
を
刺
し
た
。

五
月
一
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
加
盟
国
首
脳
が
集
っ
て
開
か
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト

の
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ト
カ
エ
フ
自
身
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
言
及
す

る
こ
と
は
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
鑑
み
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
役
割
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
で
お
茶
を
濁
し
て
い
る
。
九
月
三
〇
日
に
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、ド
ネ

ツ
ィ
ク
、
ル
ハ
ン
シ
ク
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
、
ヘ
ル
ソ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
・
南
部

の
四
州
の
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
非
加
盟
国
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
「
ロ
シ
ア
が
ロ
シ
ア
だ
と
主
張
す
る
」
地
域
を

攻
撃
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
そ

れ
で
も
な
お
こ
れ
ら
諸
州
は
集
団
安
全
保
障
の
対
象
外
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
一
〇

月
三
日
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
外
務
省
の
ア
イ
ベ
ク
・
ス
マ
デ
ィ
ヤ
ロ
フ
報
道
官
は
、
メ

デ
ィ
ア
向
け
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
席
で
「
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
責
任
範
囲
は
、
加
盟
国
の

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
領
土
に
よ
っ
て
明
確
に
線
引
き
さ
れ
て
お
り
、
集
団
安
全
保

障
は
こ
れ
ら
の
領
土
内
で
確
保
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

紛
争
地
帯
に
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
が
関
与
す
る
こ
と
は
議
題
に
上
が
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
併
合
地
域
は
、
国
際
的
に
加
盟
国
の
領
土
だ
と
認
め
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
範
囲
外
だ
と
の
立
場
の
表
明
だ
と
言
え
よ
う
。
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ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
、

開
戦
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
ト
カ
エ
フ
大
統
領
自
身
が
前

面
に
立
っ
て
発
言
し
た
こ
と
は
、
戦
争
の
評
価
に
つ
い
て
沈
黙
を
保
っ
て
い
る
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
や
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
と
比
較
す
る
と
出
色
だ
っ
た
。
ト
カ
エ
フ
は
、

四
月
四
日
、
ア
メ
リ
カ
の
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
』
誌
の
ウ
ェ
ブ
版
に
寄

稿
し
、「
我
々
は
、
大
多
数
の
国
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土

的
一
体
性
を
尊
重
す
る
」
と
明
言
し
た
。
そ
し
て
、
戦
争
の
平
和
的
解
決
を
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
双
方
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
プ
ー
チ
ン
に
招
か
れ
て
出
席
し
た
、
六
月
一
七
日
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国

際
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
全
体
会
議
の
場
で
、
司
会
者
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
ト
カ

エ
フ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
率
直
に
言
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
。
我
が
国

の
社
会
は
オ
ー
プ
ン
で
、
市
民
社
会
も
成
熟
し
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
て
く
る
の
だ
。

　

 　

し
か
し
、
私
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
現
代
の
国
際
法
と
は
国
連
憲
章
の

こ
と
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
こ
の
憲
章
の
二
つ
の
基
本
原
則
、
す
な
わ
ち
国
家

の
領
土
保
全
と
民
族
の
自
決
権
は
、
今
や
互
い
に
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国

際
連
合
の
創
設
者
た
ち
は
、
当
時
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
意
図
的
に
妥
協
し
て
こ
の
二
つ
の
原
則
を
提
案
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

在
で
は
矛
盾
し
て
い
る
。

　

 　

も
ち
ろ
ん
、
基
本
原
則
が
矛
盾
し
て
い
る
以
上
、
異
な
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
る
。

国
家
の
領
土
保
全
は
神
聖
な
る
概
念
、
神
聖
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
と
言
う
人
も
い
れ

ば
、
国
家
内
の
い
か
な
る
民
族
も
自
分
た
ち
の
国
家
を
持
つ
権
利
を
持
ち
、
自
ら

の
意
志
で
そ
こ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
人
も
い
る
。

　

 　

推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
諸
民
族
の
自
決
権
が
全
地
球
上
で
実
現
し
た
場
合
、

現
在
の
国
連
を
構
成
す
る
一
九
三
カ
国
で
は
な
く
、
五
〜
六
〇
〇
カ
国
以
上
の
国

家
が
地
球
上
に
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

 　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
カ
オ
ス
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
由
か
ら
、
我
々

は
、
台
湾
、
コ
ソ
ヴ
ォ
、
南
オ
セ
チ
ア
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
承
認
し
な
い
の
だ
。
そ

し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
原
則
は
、
ル
ガ
ン
ス
ク
や
ド
ネ
ツ
ク
と
い
っ
た
疑
似
国
家

的
な
領
土
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
あ
な
た
の
率
直
な
質
問
に

対
す
る
率
直
な
答
え
だ
。

　

こ
の
ト
カ
エ
フ
に
よ
る
発
言
は
、
ロ
シ
ア
国
内
で
一
定
程
度
の
反
発
を
招
き
、
ロ

シ
ア
は
ト
カ
エ
フ
政
権
を
支
持
す
る
の
を
止
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
か
ら
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
次
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ロ
シ
ア
の
標
的
に
な
る
と
い
う
過
激
な
見
解
ま
で

も
が
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
ロ
シ
ア

と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
と
の
専
門
家
の
見
解
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

六
月
末
に
ロ
シ
ア
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
産
石
油
の
積
み
出
し
港
で
あ
る
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ス

ク
市
の
積
み
出
し
業
務
の
一
時
停
止
を
決
定
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
産
石
油
の
輸
出
を

滞
ら
せ
る
措
置
を
取
っ
た
た
こ
と
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
ト
カ
エ
フ
発
言
に
対
す
る

あ
る
種
の
報
復
と
捉
え
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
三
月
の
毎

日
新
聞
に
寄
稿
し
た
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
事
態

を
、
ロ
シ
ア
の
影
響
圏
に
あ
る
―
と
ロ
シ
ア
が
自
認
し
て
い
る
―
国
が
招
来
し

た
場
合
、「
嫌
が
ら
せ
」
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
後
も
、
ト
カ
エ
フ
大
統
領
は
、
九
月
二
〇
日
の
国
連
総
会
で
の
演
説
で
、「
こ

の
二
世
代
で
は
じ
め
て
、
我
々
は
核
兵
器
使
用
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
れ
は
最
後
の
手
段
と
し
て
で
は
な
い
形
で
の
こ
と
で
あ
る
」
と
、
名
指
し
は
し
な

い
も
の
の
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
核
兵
器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
ロ
シ

ア
を
牽
制
し
た
。

　

さ
ら
に
ト
カ
エ
フ
は
、
一
〇
月
一
四
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
首
都
ア
ス
タ
ナ
で
開

催
さ
れ
、
プ
ー
チ
ン
も
参
加
し
た
、「
中
央
ア
ジ
ア
＝
ロ
シ
ア
」
首
脳
会
合
の
場
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
不
用
意
な
発
言
に
つ
い
て
釘
を
刺
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
発
達
が
加
速
す
る
中
、
不
用
意

な
一
言
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
特
に
若
者
の
間
で
憎
悪
や
民
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評　論

族
間
の
不
和
を
扇
動
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
の
結
果
、
社
会
の
統

一
と
調
和
を
促
進
す
る
た
め
の
長
年
の
努
力
が
無
に
帰
す
る
可
能
性
が
あ
る
。（
中

略
）
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
国
レ
ベ
ル
の
政
治
家
、
つ
ま
り
我
々
自
身
の
政
治
的

責
任
に
も
多
く
の
こ
と
が
左
右
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
、

国
家
元
首
に
対
す
る
も
の
を
含
む
挑
発
的
な
発
言
や
、
い
か
な
る
正
当
化
も
で
き

な
い
非
難
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
当
然
、
我
々
の
協
力
の
雰
囲
気

を
毒
し
て
し
ま
う
の
だ
。

　

こ
の
発
言
は
、
九
月
中
旬
に
発
生
し
た
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
の

国
境
地
域
で
の
軍
事
衝
突
で
の
こ
と
を
主
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
ロ
シ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
あ
る
い
は
ト
カ
エ
フ
本
人
に
対

す
る
ネ
ッ
ト
上
で
の
挑
発
的
な
発
言
に
つ
い
て
も
含
意
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

そ
し
て
、
一
一
月
二
三
日
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
首
都
エ
レ
ヴ
ァ
ン
で
開
催
さ
れ
た
、

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
安
全
保
障
理
事
会
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
場
で
、
ト
カ
エ
フ
は
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
、
集
団
で
一
緒
に
な
っ
て
和
平
の
公
式
を
模
索
す
る
時
に
き
て

い
る
。
い
か
な
る
戦
争
も
和
平
交
渉
で
終
わ
る
の
だ
。
少
な
く
と
も
休
戦
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
席
す
る

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
休
戦
と
和
平
を
改
め
て
求
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ト
カ
エ
フ
率
い
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
の
、
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
対
す
る
態
度
は
一
貫
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ロ
シ
ア
を
国
際
場
裏
で
政

治
的
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

支
持
せ
ず
、
戦
争
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
領
土
併
合
は
ク
リ
ミ

ア
含
め
絶
対
に
認
め
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
ロ
シ
ア
か
ら
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
に
対
し
て
言
い
が
か
り
や
挑
発
が
投
げ
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
と

の
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

三
．
そ
れ
で
も
緊
密
化
し
て
ゆ
く
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
＝
ロ
シ
ア
関
係

　

こ
こ
ま
で
の
ト
カ
エ
フ
の
発
言
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
二
二
年
の
年
初
に
起
き
た

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
騒
擾
直
後
の
状
況
か
ら
は
一
転
し
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
「
ロ

シ
ア
離
れ
」
が
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
、

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
そ
の
よ
う
な
報
道
が
多
数
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者

は
そ
の
よ
う
な
印
象
は
も
っ
て
い
な
い
。「
特
別
軍
事
作
戦
」
の
開
始
以
降
、
二
〇
二

三
年
三
月
六
日
ま
で
の
間
に
、
対
面
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
電
話
、
地
域
機
構
の
会
合
な

ど
す
べ
て
を
含
め
る
と
、
ト
カ
エ
フ
と
プ
ー
チ
ン
は
二
十
四
回
も
直
接
の
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
面
で
の
テ
タ
テ
で
の
会
談
機
会
も
四
回
に
及
ん
で

い
る
。
一
一
月
の
大
統
領
再
選
後
の
ト
カ
エ
フ
の
最
初
の
外
遊
先
も
ロ
シ
ア
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
プ
ー
チ
ン
自
身
、
五
月
後
半
よ
り
、
ロ
シ
ア
が
主
導
権
を
握
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
機
構
に
お
い
て
、
勢
力
圏
だ
と
考
え
る
国
々
や
元
々
の
友
好
国
と

の
関
係
を
繋
ぎ
止
め
る
た
め
に
、
自
ら
積
極
的
に
首
脳
会
談
の
場
に
出
向
い
た
と
い

う
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
回
数
は
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
は
荒
ぶ
る
隣
国
ロ
シ
ア
と
そ
の
指
導
者
プ
ー
チ
ン
に
相
当
気
を
使
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
と
の
会
談
機
会
は
、
開

戦
直
後
の
三
月
二
日
と
七
月
二
三
日
、
そ
し
て
二
〇
二
三
年
に
入
っ
て
か
ら
二
月
一

六
日
に
電
話
会
談
を
行
っ
た
き
り
で
あ
る
。
ト
カ
エ
フ
と
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
開
戦
後
、

対
面
で
の
会
談
を
一
度
も
行
っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、

ト
カ
エ
フ
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
に
関
す
る
立
場
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら

の
人
道
支
援
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
で
も
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
「
ロ
シ
ア
寄
り
」
だ

と
判
断
し
て
い
る
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ト
カ
エ
フ
は
軍
事
行
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
に
与
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ト
カ
エ
フ
の
考
え
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
寄
り
」
と
す

ら
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
あ
ま
り
「
あ

て
に
し
て
い
な
い
」
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
前
述
の
ト
カ
エ
フ
と
プ
ー
チ
ン
の
密
な
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コ
ン
タ
ク
ト
は
然
る
事
な
が
ら
、
西
側
諸
国
に
よ
る
経
済
制
裁
下
に
あ
る
ロ
シ
ア
と

の
密
接
な
経
済
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

開
戦
直
後
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
連
合
の
加
盟
国
で
ロ
シ
ア
と
の
経
済
統
合
を
進
め

て
き
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
西
側
諸
国
に
よ
る
二
次
制
裁
の
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う

ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
と
折
衝
を
つ
づ
け
て
き
た
。
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
通
貨
で
あ
る
テ
ン
ゲ
が
暴
落
し
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
争
と
対
露
制
裁
に
よ
る

自
国
経
済
へ
の
悪
影
響
を
最
少
化
す
る
こ
と
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
は
心
血
を
注
い

だ
―
た
だ
し
、
五
月
後
半
に
は
テ
ン
ゲ
の
レ
ー
ト
は
持
ち
直
し
て
い
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
最
終
的
に
取
っ
た
選
択
は
、
欧
米
諸
国
の
経
済
制
裁
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
は
加
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
を
継
続
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
投
資
も
受
け

入
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
制
裁
逃
れ
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
助
け
も
し
な
い
と
の
立
場
で

あ
る
。
三
月
二
八
日
の
段
階
で
、
Ｅ
Ｕ
本
部
の
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
対
露
経
済
制

裁
に
対
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
「
適
応
」
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
大
統
領
府
第
一
副

長
官
の
テ
ィ
ム
ー
ル
・
ス
レ
イ
メ
ノ
フ
は
、「
私
た
ち
は
ロ
シ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
な

ど
と
の
経
済
連
合
に
属
し
て
い
る
と
は
い
え
、
国
際
社
会
の
一
員
で
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
の
二
次
的
な
制
裁
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
は
、
私
た
ち
が
一
番
望
ん
で
い
な
い
こ
と
」
だ
と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
に
、「
制
裁

対
象
の
品
目
の
管
理
に
全
力
を
尽
く
し
、
制
裁
を
受
け
た
人
物
や
団
体
か
ら
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
へ
の
投
資
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
」
と
し
た
。
他
方

で
、「
我
々
は
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
を
継
続
す
る
し
、
我
々
は
ロ
シ
ア
に
投
資
し
、
ロ
シ

ア
か
ら
の
投
資
を
誘
致
し
続
け
る
。
我
が
国
の
経
済
に
と
っ
て
こ
れ
以
外
の
方
法
は

な
い
」
と
も
述
べ
た
。
ト
カ
エ
フ
も
、
六
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
局

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
二
次
制
裁
は
避
け
ね
ば
な
ら
ず
、
制

裁
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
冒
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
が
、「
ロ
シ
ア
と
の
同
盟

的
な
義
務
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
決
し
て
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
し
か

も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
ロ
シ
ア
政
府
と
「
急
ピ
ッ
チ
で
」
交
流
し
て
い
る
と
明
言
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
急
ピ
ッ
チ
で
」
の
交
流
は
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
の
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
多

く
の
ロ
シ
ア
企
業
が
制
裁
逃
れ
の
た
め
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
拠
点
を
構
え
直
し
、
結

果
、
二
〇
二
二
年
三
月
以
降
、
外
国
資
本
を
伴
う
企
業
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
登
録

が
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
ロ
シ
ア
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
避
難
し
た
企
業
だ

と
推
測
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
に
拠
点
を
構
え
て
い
た
外
国
企
業
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の

移
転
も
進
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
、
中
国
のT

ikTok

、
日
本
の
丸
紅

な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
外
国
企
業
の
拠
点
が
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
に
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
未
知
数
で
は
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
若

い
世
代
を
中
心
に
多
く
の
ロ
シ
ア
国
民
が
、
開
戦
直
後
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
移
住

し
始
め
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術
者
に
と
っ
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
キ
プ
ロ
ス
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ト
ル
コ
な
ど
と
並
ん

で
、
移
住
先
―
あ
る
い
は
、
一
時
避
難
先
―
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
制
裁
品
目
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
輸
出
入
の
迂
回
路
と
し
て
機
能
し
て

い
る
と
の
噂
も
絶
え
な
い
。
そ
し
て
、
九
月
二
一
日
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
部
分
的

動
員
令
を
発
出
す
る
と
、
徴
兵
忌
避
を
目
的
と
し
た
若
者
た
ち
が
大
挙
し
て
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
と
の
国
境
を
越
え
た
。
同
日
か
ら
月
末
ま
で
に
毎
日
約
三
万
人
も
の
ロ
シ
ア

国
民
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
入
境
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
九
月
二
一
日
以
前
の
数
と
比

較
す
る
と
三
倍
以
上
の
人
数
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
一
〇
月
に
入
る
と
ロ
シ
ア
か

ら
の
入
国
者
の
数
も
減
っ
て
い
き
、
一
日
六
〜
七
〇
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
い
る
と

い
う
。
ロ
シ
ア
国
民
が
ヴ
ィ
ザ
な
し
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
滞
在
で
き
る
日
数
は
九
〇

日
で
あ
り
、
徴
兵
忌
避
者
の
う
ち
の
多
く
が
、
動
員
を
め
ぐ
る
混
乱
が
沈
静
化
す
る

と
ロ
シ
ア
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
起
き
た
こ
と
が
、
二
〇
二
二
年
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

＝
ロ
シ
ア
間
の
貿
易
額
が
前
年
比
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
え
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
ロ
シ
ア
産
の
石
油
・
ガ
ス
の
輸
入
量
を
減
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
も
、
中
国
や
イ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
を
―
割
引
価
格
と
は
い
え
―

買
い
支
え
て
く
れ
た
。
マ
イ
ナ
ス
成
長
だ
っ
た
と
は
い
え
、
国
際
燃
油
価
格
が
高
騰

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
短
期
的
に
は
制
裁
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
も
一
定
の
貢
献
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
、
制
裁
の
効
果
は
こ
れ
か
ら
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

く
る
可
能
性
が
高
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
西
側
諸
国
か
ら
の
二
次
制
裁
を
回
避
し
な
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評　論

が
ら
、
し
た
た
か
に
現
今
の
状
況
か
ら
経
済
的
利
益
を
得
よ
う
と
立
ち
回
っ
て
き
た

わ
け
だ
が
、今
後
と
も
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
を
な
る
べ
く
維

持
・
発
展
し
よ
う
と
努
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
点
か
ら
、
最
近
の
動
き
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
一
一
月
二
八
日
の
モ
ス
ク

ワ
で
の
会
談
の
場
で
、
プ
ー
チ
ン
が
ト
カ
エ
フ
に
対
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
も
含

め
た
、「
三
国
ガ
ス
同
盟
」
の
設
立
を
呼
び
か
け
、
ト
カ
エ
フ
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な

い
回
答
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
欧
州
向
け
天
然
ガ
ス
輸

出
が
今
後
さ
ら
に
減
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
多
角

的
な
輸
出
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
前
述

し
た
二
〇
二
二
年
一
月
の
騒
擾
の
原
因
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
燃
料
価
格
を
上
げ
る

こ
と
は
市
民
か
ら
の
反
発
を
招
き
が
ち
で
あ
る
一
方
で
、
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化
を
目

指
す
中
で
石
炭
発
電
か
ら
ガ
ス
発
電
へ
の
切
り
替
え
も
進
め
て
い
る
。
価
格
面
か
ら

言
っ
て
国
内
市
場
向
け
の
増
産
は
利
益
を
生
ま
な
い
た
め
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
す
で

に
「
ガ
ス
不
足
」
に
陥
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、「
ガ
ス
同
盟
」
に
よ
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
が
義
務
を
果
た
せ
て
い
な
い
中
国
へ
の
ガ
ス
輸
出
を
ロ
シ
ア
産
の
も
の
で
代
替
さ

せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
巻
き
込
む

こ
と
で
、
将
来
的
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
に
ま

で
直
接
天
然
ガ
ス
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
議
論
が
始
ま
っ
た
と
い
う
段
階
で
あ
り
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
が
乗
っ
て
く
る
か
ど
う
か
も
不
透
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
は
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア
の
経
済
関
係
の
緊
密
化
に
向
け
た
新
た
な
動
き
と
し
て
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
戦
局
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
が
新
た
な
ロ
シ
ア
に

よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
「
踏
み
絵
」
と
し
て
機
能
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

筆
者
は
、
二
〇
二
二
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
拙
稿
で
、「
中
央
ア
ジ
ア
五
カ
国
に

と
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
」
で
あ
り
、「
今
後
も
、
中
央
ア
ジ

ア
五
カ
国
は
、
対
ロ
シ
ア
一
辺
倒
で
は
な
く
全
方
面
外
交
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
模

索
す
る
だ
ろ
う
が
、
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
慎
重
な
配
慮
を
し

て
い
く
こ
と
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
」（
地
田 

二
〇
二
二
：
六
一
）
と
予
測
し
た
。
こ

れ
は
開
戦
後
一
年
が
経
っ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
開
戦
後
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
そ
の
も
の
は
支
持
し
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ

た
。
し
か
し
、
政
治
的
な
意
味
で
は
ロ
シ
ア
と
の
距
離
を
取
り
つ
つ
も
、
経
済
的
に

は
ロ
シ
ア
を
無
碍
に
あ
し
ら
う
こ
と
な
く
、
欧
米
諸
国
か
ら
の
二
次
制
裁
と
ロ
シ
ア

か
ら
の
「
嫌
が
ら
せ
」
の
可
能
性
を
両
睨
み
し
つ
つ
、
む
し
ろ
こ
の
状
態
か
ら
い
か

に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
経
済
的
な
利
益
を
引
き
出
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
熟
慮

し
、
首
脳
レ
ベ
ル
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
ロ
シ
ア
と
緊
密
に
つ
き
あ
っ
て
き
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
欧
米
諸
国
と
日
本
に
よ
る
対
露
制
裁
に
は
様
々
な
抜
け
穴
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
そ
こ
を
見
極
め
な
が

ら
、
ロ
シ
ア
と
「
こ
こ
ま
で
な
ら
や
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
協
力
の
幅
を
拡
げ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
の
騒
擾
で
の
「
借
り
」
を
ロ
シ

ア
に
返
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は

詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
長
大
な
国
境
で
ロ
シ
ア
と
接
し
て
お
り
、

東
に
軍
事
大
国
の
中
国
、
直
接
国
境
は
接
し
て
い
な
い
も
の
の
南
に
不
安
定
な
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
抱
え
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
、
安
全
保
障
面
で
ロ
シ
ア
と
完
全

に
縁
を
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
中
国
が
安
全
保
障
上
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
ロ
シ
ア
を
完
全
に
代
替
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
今
の
段
階
で
は
考
え
に

く
い
。
つ
ま
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
「
ロ
シ
ア
離
れ
」
と
い
う
の
は
幻
想
、
あ
る
い

は
希
望
的
観
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
同
時
に
、
開
戦
前
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
ロ
シ
ア

一
辺
倒
で
な
い
全
方
面
外
交
を
な
る
べ
く
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
ま
た

確
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に

大
い
な
る
地
政
学
的
関
心
や
利
益
を
有
す
る
中
国
や
ト
ル
コ
と
の
関
係
性
を
さ
ら
に

強
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
と
ト
ル
コ
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
カ
ス
ピ
海
、

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
を
通
じ
た
物
流
の
東
西
回
廊
の
発
展
と
い
う
点
で
利
益
を
一
に
し

27
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て
い
る
。
欧
州
に
つ
い
て
は
、
ミ
シ
ェ
ル
大
統
領
な
ど
Ｅ
Ｕ
高
官
と
ト
カ
エ
フ
は
開

戦
直
後
か
ら
会
談
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
、
一
一
月
二
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
を
公
式
訪

問
し
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
会
談
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
八
月
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
軍
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
の
合
同
軍
事
演
習
に
参
加
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
弱
体
化
を
見
越
し
た
上
で
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
の
安
全
保
障
上
の
間
隙
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
に
ア
ン
ト
ニ
ー
・

ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
ア
ス
タ
ナ
を
訪
問
し
た
際
、
外
相
会
談
後
の
記
者
会
見
の

場
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ム
フ
タ
ル
・
ト
レ
ウ
ベ
ル
デ
ィ
外
相
は
、「
現
在
、
ロ
シ
ア

か
ら
の
リ
ス
ク
や
脅
威
を
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
な
」
く
、「
我
々
は
ロ
シ

ア
と
の
関
係
を
同
盟
と
み
な
し
て
い
る
」
と
は
っ
き
り
と
述
べ
た
。
日
本
に
つ
い
て

は
、
林
芳
正
外
相
が
四
月
二
九
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
、
ト
カ
エ
フ
大
統
領

を
表
敬
訪
問
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ウ
ベ
ル
デ
ィ
外
相
は
、
九
月
の
安
倍
晋
三
元
首
相

の
国
葬
と
一
二
月
の
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
外
相
会
合
の
た
め
に
二
度
訪
日

し
、
九
月
に
は
単
独
で
、
一
二
月
に
は
他
の
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
相
と
共
に
岸
田

文
雄
首
相
を
表
敬
訪
問
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
な

く
、
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
も
な
い
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
開
戦
後
、
新
た
に
生
じ
た
状

況
に
対
応
し
つ
つ
、
全
方
面
外
交
の
「
あ
り
方
」
に
つ
い
て
模
索
を
し
続
け
て
い
る
。

ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
全
域
で
の

国
際
政
治
の
変
化
と
展
望
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま

た
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国

内
で
の
言
説
や
世
論
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
今
ほ
ど
日
本
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
―
を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
―
と
の
関
係
を
緊
密
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
。
各
国
は
ロ

シ
ア
や
中
国
に
過
剰
に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
、
外
交
関
係
・
経
済
関
係
の
多
角
化

を
求
め
て
い
る
。
前
述
し
た
、「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
外
相
会
合
に
中
央
ア
ジ

ア
五
カ
国
の
外
相
が
東
京
に
そ
ろ
い
踏
み
し
た
こ
と
は
極
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
り
、

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
日
本
に
対
す
る
期
待
の
証
左
で
あ
る
。
日
本
政
府
に
は
、

今
ま
で
に
な
く
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
戦
略
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注1 

も
っ
と
も
、「
特
別
軍
事
作
戦
」
の
開
始
が
事
の
す
べ
て
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二

〇
一
四
年
二
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
親
露
派
政
権
が
市
民
の
示
威
行
動
（
マ
イ
ダ
ン
革
命
）
に
よ
り

転
覆
さ
せ
ら
れ
る
に
お
よ
び
、
同
年
三
月
、
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
占
領
・
併
合
し
、
ド
ネ

ツ
ク
、
ル
ガ
ン
ス
ク
と
い
う
ロ
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
住
民
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
占
め
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
の
二
州
で
「
人
民
共
和
国
」
を
「
建
国
」
さ
せ
た
。
そ
れ
以
来
、
親
露
派
武
装
勢
力
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
軍
と
交
戦
を
繰
り
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
段
階
で
は
、
少
な
く
と
も
表
向
き
は
ロ
シ
ア
軍
が
国
境
を
越
え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
進
軍
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
親
露
派
武
装
勢
力
へ
の
支
援
は
隠
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
は
「
紛
争
の
当
事
者
で
は
な
い
」
と
の
立
場
を
堅
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
春
頃

か
ら
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
国
境
地
域
に
軍
を
集
結
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
の
秋
口
に

は
極
度
に
事
態
を
緊
張
さ
せ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
、
一
〇
月
に
は
ア
メ
リ
カ
が
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
真
剣
に
検
討
・
準
備
し
て
い
る
と
の
言
説
を
流
布
さ
せ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

2 

本
稿
で
日
付
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
二
〇
二
二
年
の
日
付
を
示
し
て
い
る
。
以
下

同
様
。

3 

ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
旧
ソ
連
の
連
邦
構
成
共
和
国
だ
っ
た
カ
ザ
フ
共
和
国
の

大
統
領
と
な
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
独
立
後
も
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
大
統
領
の
地
位
に
留
ま
り

続
け
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
は
「
国
民
の
指
導
者
」（Л

идер Н
ации

）
と
呼
ば
れ
、
二
〇

一
〇
年
代
に
は
「
国
父
」（Елбасы

）
の
称
号
が
法
的
に
付
与
さ
れ
た
。
大
統
領
職
を
ト
カ
エ
フ

に
譲
っ
た
後
も
、
終
身
の
国
家
安
全
保
障
会
議
議
長
と
し
て
院
政
を
つ
づ
け
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

内
政
・
外
交
に
公
然
・
隠
然
と
影
響
力
を
及
ぼ
し
つ
づ
け
、
二
〇
一
〇
年
制
定
の
「
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
和
国
初
代
大
統
領
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
特
権
を
享
受
し
て
き
た
。

4 С
ессия С

овета коллективной безопасности О
Д

К
Б. В

ладимир П
утин принял участие 

во внеочередной сессии С
овета коллективной безопасности О

рганизации Д
оговора о 

коллективной безопасности // П
резидент России. 10.01.2022. [http://krem

lin.ru/
events/president/new

s/67568]. 

リ
ン
ク
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
六
日
現
在
有
効
、
以
下
同
様
。

5 
声
明
の
中
で
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
は
、
一
月
騒
擾
の
際
に
自
身
と
ト
カ
エ
フ
と
の
対
立
は
な
く
、
国
内

に
い
た
こ
と
を
明
言
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
声
明
の
映
像
が
残
っ
て
い
る
が
、淡
々
と
こ
と
ば
を

発
す
る
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
の
オ
ー
ラ
の
な
さ
に
、
筆
者
は
驚
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。К

ТК
 TV 

Н
урсултан Н

азарбаев вы
ступил с заявлением // Youtube. 18.01.2022. [https://w

w
w.

youtube.com
/w

atch?v=
pPSr8SSV-qc].

30

84



評　論

6	С
остоялся телефонны

й разговор Главы
 государства с П

резидентом России В
ладими-

ром П
утины

м // О
фициальны

й сайт П
резидента Республики Казахстан. 22.02.2022. 

[https://w
w

w
.akorda.kz/ru/sostoyalsya-telefonnyy-razgovor-glavy-gosudarstva-s-

prezidentom
-rossii-vladim

irom
-putinym

-22150]. 

な
お
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
公
式
サ
イ
ト
は
、

こ
の
電
話
会
談
の
模
様
に
つ
い
て
報
じ
て
い
な
い
。

7 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は 

『
見
せ
し
め
』 

＝
地
田
徹
朗
・
名
古
屋
外
国
語
大
准
教
授
」『
毎
日
新
聞
』

二
〇
二
二
年
三
月
五
日
朝
刊
［https://m

ainichi.jp/articles/20220303/ddm
/004/070/ 

004000c

］。

8 О
льга Ш

иш
анова Казахстан открестился от военного конфликта России и Украины

. 
«Д

анная зона не входит в территорию
 стран-участниц О

Д
К

Б» // М
осковский комсомо-

лец. 25.02.2022. [https://w
w

w.m
k.ru/politics/2022/02/25/kazakhstan-otkrestil-

sya-ot-voennogo-konflikta-rossii-i-ukrainy.htm
l].

9 С
аммит О

Д
К

Б. В
 К

ремле состоялась встреча лидеров государств – членов О
рга-

низации Д
оговора о коллективной безопасности // П

резидент России. 16.05.2022. 
[http://w

w
w.krem

lin.ru/catalog/persons/593/events/68418].

10 Аруж
ан Дарибай В

опрос участия О
Д

К
Б не стоит – М

И
Д

 о российско-украинском 
конфликте // Tengrinew

s. 03.10.2022. [https://tengrinew
s.kz/kazakhstan_new

s/
vopros-uchastiya-odkb-ne-stoit-m

id-rossiysko-ukrainskom
-479392/].

11	K
asym

-Jom
art Tokayev, “Turbulence A

cross Eurasia W
ill N

ot Slow
 K

azakhstan’s 

Progress,” N
ationatl Interest （A

pril 4, 2022
） [https://nationalinterest.org/feature/

turbulence-across-eurasia-w
ill-not-slow

-kazakhstan’s-progress-201591].

12 П
ленарное заседание П

етербургского меж
дународного экономического форума // П

ре-
зидент России. 17.06.2022. [http://krem

lin.ru/events/president/new
s/68669].

13 Андрей Гурков Россия закручивает Казахстану гайки на нефтяной трубе // D
eutsche 

W
elle. 06.07.2022. [https://w

w
w

.dw
.com

/ru/rossija-zakruchivaet-kazahstanu-
gajki-na-jeksportnoj-neftjanoj-trube/a-62386367]. 

ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ス
ク
港
で
は
、三
月
二
三

日
に
も
原
油
出
荷
設
備
三
基
の
う
ち
二
基
が
「
悪
天
候
」
に
よ
り
破
損
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
原
油

の
輸
出
が
滞
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
石
油
・
ガ
ス
部
門
の
ア
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
オ

レ
ー
グ
・
チ
ェ
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
は
、
こ
の
「
悪
天
候
」
の
政
治
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
サ

ト
パ
エ
フ
、
ド
ド
ノ
フ
、
チ
ェ
ル
ビ
ン
ス
キ
ー 

二
〇
二
二
：
二
一
）。

14 В
ы

ступление П
резидента К

.К
. Токаева на О

бщ
их дебатах в рамках 77-й сессии Гене-

ральной А
ссамблеи О

О
Н

 // О
фициальны

й сайт П
резидента Республики К

азахстан. 
20.09.2022. [https://w

w
w

.akorda.kz/ru/vystuplenie-prezidenta-kk-tokaeva-na-
obshchih-debatah-v-ram

kah-77-y-sessii-generalnoy-assam
blei-oon-208226].

15 Глава государства принял участие в работе саммита «Ц
ентральная А

зия – Россия» // 
О

фициальны
й сайт П

резидента Республики Казахстан. 14.10.2022. [https://w
w

w.
akorda.kz/ru/glava-gosudarstva-prinyal-uchastie-v-rabote-sam

m
ita-centralnaya-

aziya-rossiya-1493353].

16 

ち
な
み
に
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
紛
争
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
は
停
戦
を
呼

び
か
け
る
程
度
の
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
政
府
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
に

対
し
て
紛
争
地
域
―
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
南
西
部
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
飛
び
地
が
あ
る
地
域
―

へ
の
平
和
維
持
部
隊
の
派
遣
を
求
め
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
九
月
に
生
じ

た
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
ア
ル
メ
ニ
ア
と
非
加
盟
国
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
間
の
軍
事
衝
突
で
も
Ｃ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア

は
、
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
演
習
に
参
加
し
な
い
と
の
決
断
を
下
し
た
。

17 Касы
м-Ж

омарт Токаев принял участие в сессии С
овета коллективной безопасности 

О
Д

К
Б // О

фициальны
й сайт П

резидента Республики Казахстан. 23.11.2022. [https://
w

w
w

.akorda.kz/ru/kasym
-zhom

art-tokaev-prinyal-uchastie-v-sessii-soveta-kollek-
tivnoy-bezopasnosti-odkb-23102241].

18 

先
行
研
究
で
は
、
齋
藤
竜
太
が
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
や
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
ら
の
国
の
「
ロ
シ
ア
離
れ
」
と
い
う
言
説
は
「
や
や
ポ
イ
ン
ト
を
は
ず
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
齋
藤
に
よ
る
と
、
プ
ー
チ
ン
の
「
同
盟
観
」
に
は
国
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
る
一

方
で
、
小
国
で
あ
る
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
や
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
頼
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
が
な
い
以
上
、
ロ
シ
ア
か
ら
「
離
れ
た
く
て
も
離
れ
ら
れ
な
い
」
の
だ
と
い
う
（
齋
藤 

二
〇
二

二
ｂ
）。

19 

独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）、
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）、
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
連

合
（
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｕ
）、
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）、
ア
ジ
ア
信
頼
醸
成
措
置
会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が

こ
こ
に
該
当
す
る
。
ロ
シ
ア
は
も
と
よ
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
正
加
盟
国
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
主
導
し
て
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア

地
域
で
の
加
盟
国
の
信
頼
醸
成
の
た
め
の
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
ア
ジ
ア
版
の
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
）
と
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
一
〇
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ

Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
こ
れ
を
地
域
国
際
機
構
へ
の
格
上
げ
を
提
案
し
、

プ
ー
チ
ン
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
支
持
す
る
発
言
を
行
っ
た
。П

утин считает 
востребованны

м преобразование С
В

М
Д

А
 в организацию

 по безопасности //TAC
C

. 
14.10.2022. [https://tass.ru/politika/16058807].

20 G
eorgi G

otev, “K
azakh official: W

e w
ill not risk being placed in the sam

e basket as 
R

ussia,” EU
ACTIV (M

arch 29, 2022) [https://w
w

w
.euractiv.com

/section/central-
asia/interview

/kazakh-official-w
e-w

ill-not-risk-being-placed-in-the-sam
e-basket-as-

russia/].
21 Работа с Россией продолж

ается без наруш
ения санкций, заявил Токаев // РИ

А
 Н

овости. 
15.06.2022. [https://ria.ru/20220615/sanktsii-1795404652.htm

l].

22 К
аж

дая третья компания, зарегистрированная в октябре, принадлеж
ит иностран-

цам // К
А

П
И

ТА
Л

: Ц
ентр деловой инф

ормации. 11.11.2022. [https://kapital.kz/
econom

ic/110349/kazhdaya-tret-ya-kom
paniya-zaregistrirovannaya-v-oktyabre-
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prinadlezhit-inostrantsam
.htm

l].

23 О
льга Тонконог Более 20 компаний релоцировались в К

азахстан с начала года // 
Курсив. 29.12.2022. [https://kz.kursiv.m

edia/2022-12-28/bolee-20-kom
panij-

reloczirovali-iz-rossii-v-kazahstan/].

24 Ш
ұғы

ла Тұрлы
бек В

 М
ВД

 рассказали о миграционной ситуации в стране // Polisia.
kz. 21.12.2022. [https://polisia.kz/ru/v-m

vd-rasskazali-o-m
igratsionnoj-situatsii-v-

strane/].  

筆
者
が
二
〇
二
三
年
二
月
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
際
も
、
二
〇
二
二
年
九
月
は
ア

ル
マ
ト
ゥ
の
街
も
ロ
シ
ア
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
大
多
数
が
国
に
戻
っ
た
よ
う

で
落
ち
着
い
た
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

25 Товарооборот России и Казахстана в 2022 году достиг рекордны
х $26 млрд // ТА

С
С
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09.02.2023. [https://tass.ru/ekonom

ika/17004777].

26 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
下
の
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
経
済
の
見
通
し
：
現
地
所
長
が
解
説
（
１
）」
日
本
貿
易

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）、
二
〇
二
三
年
一
月
二
七
日
［https://w

w
w.jetro.go.jp/biz/are

areports/2023/3b2032a3a0abe266.htm
l

］。
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カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
経
済
学
者
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
ド
ド
ノ
フ
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
上
旬
の
段
階

で
の
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、「
全
体
と
し
て

は
外
的
要
因
が
も
た
ら
し
た
プ
ラ
ス
の
影
響
が
マ
イ
ナ
ス
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
」
と
結
論
づ

け
て
い
る
（
サ
ト
パ
エ
フ
、
ド
ド
ノ
フ
、
チ
ェ
ル
ビ
ン
ス
キ
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二
〇
二
二
：
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九
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